
 

71 

78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

出

願

件
数

出願年

1.6 電磁波遮蔽技術の各用途への展開 

  電磁波遮蔽技術の各用途への展開について本節では 10 のカテゴリーに分けて概説する。 

1978 年１月から 2000 年６月末までの期間に公開された用途に関係した出願総数は約

23,000 件で、出願件数の推移を図 1.6-1 に示した。 

 

                図 1.6-1 用途関係全体の出願件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10 のカテゴリーを大きく３つに分けると、まず最初に出願件数の多いのがケーブル・通

信関係である。 この分野はいずれも 20 年間の出願件数が 3,500 件を超えている。 

 最も件数の多い領域はケーブルで約 3,900 件の出願がみられる。続いて周波数選択装

置・共振器、通信機があげられる。 

 ２番目にはケーブル・通信以外の電気・電子機器関連があり、出願件数 1,700～3,400

件の範囲に印刷回路、電気加熱機器、電動機・発電機、電子管・放電ランプの４つがある。 

 印刷回路、電気加熱機器までが、出願件数 3,000 件を超えているカテゴリーである。電

気加熱機器の出願は 1980 年代は活発な出願がみられたが、90 年代には急激に減少してい

る。電子レンジに関する技術は技術完成度が高い水準に到達し、開発の焦点が他の分野に

移行したことを示している。出願件数が 2,000 件前後の水準のものには電動機・発電機、

電子管・放電ランプがあげられ、年間数十件程度の出願がみられる。 

 ３番目は医療・安全・保護に関する領域であり、保護容器、医療機器、繊維・包装材が

あげられる。 

 各カテゴリーに関する出願件数推移および出願件数の合計をそれぞれ図 1.6-2 と、図

1.6-3 に示した。 
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図 1.6-2 電磁波遮蔽用途関係の出願件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図 1.6-3 電磁波遮蔽用途関係の出願件数 
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 図 1.6-4 には上述した各カテゴリーごとの出願件数の比率を示した。 

 これらの用途分野の中で、出願件数の顕著な伸びがみられる領域としては、周波数選択

装置・共振器と通信機の領域であり、産業の伸びの顕著な領域と深い関係がある。 

 1.6 節では上述した 10 分野につき、国際特許分類表に記載されている順序に従って出願

状況を紹介し、顕著な変化のみられるものについては考察を行う。 

 

        図 1.6-4 電磁波遮蔽用途関係全体の出願件数の比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1.6-5には電磁波遮蔽用途を構成する10の分野とそれぞれの分野で取り上げた項目の

体系を示した。 
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   図 1.6-5 電磁波遮蔽用途の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 繊維・包装材 記録用ディスク包装材
包装体
保護衣
環状・棒状物品、衣料品、カセット等の包装
カーテン、垂れ幕等
カーペットの電磁波遮蔽

2 保護容器 保管輸送用機器
財布・鞄・スーツケース
放送用器具・装置
保管室、防護装置

3 電気加熱機器 電気加熱関係機器 高周波・マイクロ波加熱
電気加熱一般のマイクロ波漏洩防止
電子レンジの高周波漏洩防止
誘導加熱

誘導加熱 誘導加熱調理器
誘導加熱一般

電子レンジの高周波漏洩防止 扉の高周波漏洩防止
高周波漏洩防止
高周波の遮蔽板
喚起時の高周波漏洩防止

4 医療機器 シールド性の向上および磁気遮蔽 シールド性向上
磁気シールド
超電導コイル以外による
超電導コイルによる
ヨーク、ケージ以外による
ヨークによる
ケージによる

医療用途 磁気遮蔽
RFシールド
シールドルーム

5 電動機・発電機 磁石、インダクタンス・変成器の遮蔽
電動機、発電機の外枠による遮蔽
永久磁石型同期機の磁気遮蔽
超電導発電機、電動機の磁気遮蔽等
往復動・振動型電動機の磁気遮蔽等

6 電子管・放電ランプ 陰極線管用電極のシールド装置
マイクロ波管の電磁波漏洩防止
陰極線管の電子銃のシールドカップ等
各種表示用陰極線管の遮蔽電極等
放電灯の放電空間内シールド
陰極線管用うつわ、導入線等の磁気遮蔽
電子源、イオン源の電磁気シールド
撮像管のシールド材
電子管・放電灯用の電極の遮蔽体

７ 印刷回路 プリント板の遮蔽構造
プリント板の取付・シールド
プリント板の組合せによる遮蔽

8 ケーブル ケーブル付属品による遮蔽
電力ケーブルの遮蔽
通信ケーブルの遮蔽
超電導体による遮蔽
端末部の遮蔽処理
シールド線（同軸などの編組線）
屋内配線の据付での遮蔽

9 周波数選択装置・共振器 送受信機
２次装置のあるアンテナフィルタ
ウエーブガイド
アンテナの細部

10 通信機 受信機の回路一般の遮蔽
送信機のフィルタ回路
受信機の電磁波遮蔽構造
雑音の除去・適応フィルタ
電話機の電磁波遮蔽構造
送受信機の電磁波遮蔽
伝送の監視・試験での遮蔽技術
有線伝送方式・ケーブル遮蔽層
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